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F・▽1
虐．矧
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▽▽　▽　▽一
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r唾　　フ　　　　　　93小節
　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　一ラソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　↓1（1）　　　　　　　　　　　　　Des：I
　　　　　　　　Des－durの半ずれ（C－dur〉
【注5】
　　　階名には旋法的階名と調性的階名との2種がある。旋法的階名で
　　は、長調の主音をド、短調の主音をラと呼ぶ。従って、音階も、長
　　調ではドレミファソラシド、短調ではラシドレミファソラとなる。
　　他方、調性的階名では、長調でも短調でも主音をドと呼び、音階は
　　どちらでもドレミファソラシドである。
　　　一般には、旋法的階名が用いられるが、本論では調性的階名を用
　　いた。それは、調性的分析においては、音階各音の調性機能を正し
　　く把握することが不可欠であるが、調性音楽では長調と短調の各音
　　階音の調性機能は一致するからである。
ソド
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Debussyの音楽に見るぼかしの手法
　《C－durとc－mollの階名》
　　　　　　　　　　主和音ドミソ　　　　　　　　　　　　　　　　導音進行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　　　　　主　　　　　　　中　　　　　　　属　　　　　　　導　　　主
　　　　　音　　　　　　　音　　　　　　　音　　　　　　　音　　　膏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽の目印　　　　　　　　　　主和音の構成音
　　　　　　　　　　（調の根幹）
　　　調判定の決め手に階名を用いる際にも、調性的階名が妥当する。
　　　　　　　一2010年10月30日付　島岡譲先生からの手紙より引用一
【注6】
　　　　「クリスタル和音」という言葉は島岡譲先生が創られた言葉であ
　　る。定義は今野哲也さんの「クリスタル和音の定義」から引用する。
　　　　「クリスタル和音」とは、減7の和音を原和音として、その構成
　　音が長2度上方転位し、偶成形体の「かたち」となった場合に生じ
　　る「ひびき」の名称である。また、クリスタル和音を生じさせる長
　　2度の上方転位音を「クリスタル音」と呼ぶ。
【注7】
　　　国歌「ラ・マルセイエイズ」の引用されている部分を載せる。
　　　　　　　　　　「花火」に使われている個所
v マ V
、 ア
、 シー一ド一分
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IV　結び
　「ぼかし」とは、わざと調性を曖昧にしているのであり、決していい加
減に書いているのではないことが、分析を通して立証出来たと考える。
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　　「Rdur、Ges－dur、es－moll、Des－dur、b－mol1…かもしれない」という
多義的な曖昧性、いわゆる「ぼかし」から始まっているため、調の特定が
難しく、最後になってようやく調の正体が判明するという、一種の謎解き
のような面白さも持ち合わせている曲である。
　曖昧な調で書かれている圃は、その時点では、調の特定は出来ない。
　　「花火ショー」の各部分で、長く出てくる調を書き出してみると圃
はFdur、Ges－durであり、ここにきて始めて伏線であったことが分かる。
　匡調はDes－durであるが、これも伏線であったことが分かる。しか
し、主調がDes－durであると言えるだけの決め手はない。何故この中間部
にDes－durが出てくるのか、構造自体も曖昧である。後半にcis－mollが出
てくるが、これはエンハーモニックの書き換えでdes－mol1と同じである
から、この中問部はDesの長短の調で書かれているということになる。
ここは展開部の要素もあるので、音型を用いての展開や、色々な調の出現
など多彩である。
　［i調ではFis－durになるが、これはエンハーモニックの書き換えで
Ges－durと同じである。後半のF－durから、「花火ショー」の最高の盛り
上がりを見せる。
　國がDes－durであると分かった時点で國もDes－durであると判明
する。［璽は非常に短いが、Des－durの［璽と対応している。
　この曲の調関係は（図1）を見れば・一目瞭然であるが、シンメトリー構
造になっている。
　このような調構造の上に、花火に関する色々な工夫がなされている。
　まず、▽の和音が主に使われていることが挙げられる。▽g、▽g、罵、
’▽7、勺g等など▽のオンパレードである。Vの和音は緊張感を持っている
ので、「花火」の打ち上がる緊張を▽で表現したのではないかと考える。
DebussyはVの第5音を半音上げ下げして、平凡でないドミナントの響
きを好んでいることが分かる。1は解決する和音として最後に出てくるだ
けである（第61～64小節は例外）。
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　打ち上げ花火の音型a、b、c、dも［團で1度上に書かれている以
外は、全てVの和音上に書かれている。
　曲中には上下行の音階や、谷型山型の音型、分散和音が多く用いられて
いるが、純粋な分散和音だけではなく、必ず間に音階が入っている。
　この曲は、特に異名同音の書き換えが目立っ。また、3全音関係で動い
たり、全音音階和音が用いられたり、半ずれ調で書かれたりと、「ぼかし」
を増幅させる手法も多く用いられていた。
　Debussyの作品の素晴らしさは、曲を聴いているだけでそれぞれの場面
が目に浮かぶように作曲されていることである。如何に緻密に構想を練っ
ているかが窺える。
　この緻密な構成力と、調性の技術を駆使して「ぼかし」は成り立ってい
るのである。
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